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 要  旨 
近年，自動車のエンジンやヘリコプターなど，制御対象としてのシステムはますます複雑化し
ている．産業界における現状として，これら非線形システムの制御には古典制御を用いているが，
現場で長年培われた経験や勘による部分が多く，開発効率が悪い．そのため，非線形制御手法の
需要が高まっている． 
非線形制御を簡単に・自然に・効果的に実現する手法の一つとして，ファジィモデルに基づく
制御がある．ファジィモデルに基づく制御では，線形行列不等式(LMI)の形で表現された条件式
を解くことにより制御系を設計する．しかし，解の保守性が強く，より広く様々なシステムに対
して制御を実現するには，条件の緩和が必要とされている． 
これに対し，Parriloらが提案した平方の和(SOS)という考え方をファジィモデルに基づく制御
に応用した，多項式ファジィモデルに基づく制御系設計が近年，吉田らによって提案された．多
項式ファジィモデルに基づく制御系設計手法は，従来のファジィモデルに基づく制御系設計手法
を含み，より拡張されたものとなっている．吉田らにより，多項式ファジィモデルに基づく制御
系設計手法の有効性が示されている．また，山内らは guaranteed cost controlを実現する制御系
設計手法をはじめとして，様々な制御系設計条件に対して SOSを応用した．しかしながら，これ
らは依然として保守性の強い条件となっており，さらなる条件緩和が求められている． 
そこで本研究は，SOS の形で表される多項式ファジィ制御系設計条件の緩和条件の導出を目
的とした．本研究では，制御系設計 SOS条件と，guaranteed cost controlを実現する制御系設
計 SOS条件について，その緩和条件の導出と例題を用いた有効性の検証を行った．制御系設計条
件の緩和では，拡大系への変形と半正定未定係数行列の付加により，従来手法と比較して緩和が
実現されることを示した．また，guaranteed cost controlを実現する制御系設計条件の緩和では，
半正定未定係数行列を付加した条件の導出を行い，例題に対して従来手法より優位な制御性能を
発揮することを示した．  
 
